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姥
うば

のトチ
　写真番号 6
　樹齢200～300年　樹周7.7m　樹高29m　山梨市牧丘杣口 杣
口山
　景観の素晴らしい杣口山のサワラ林を抜け、奥地に入った沢
沿いにある、びっくりするほどの大きなトチの木である。幹の
中央に古代の猿人を思わす顔が見る人をにらみ、盛り上がった
コブが幹の上部に連なるように並び、人を寄せ付けない威圧感
を与え、近寄りがたい恐怖感すら覚える迫力ある巨樹である。
　この地には、姥のトチのほかにも大きなトチが何本もある。
この杣口山はサワラの群生ばかりか、トチの群生も見られる実
に魅力的な山だ。

筆者のつぶやき
　育つ地もない溶岩原　根も張れず　支えるものなき　岩だら
け、風にあおられ、雨に叩かれ　枝は折られ　痛められ　傷つ
けられ　倒されても　身をよじり　地を這い　形が変わり　コ
ブが付き、ウロができても、鎧をつけて、負けるものか、負け
るものかと、天に向かって立ち上がった強い樹々だ。大自然の
猛威とのすさまじい戦い、全身で受け入れ、受け止め、自らの
体内に大自然との闘いを刻みこんだ樹木、我は地を這い、彼は
天を突く、今は自然を取り込み仲良く生きている。人間を越え
た樹木のすさまじい生きざまを見た思いだ。
　毎日のように見ている公園の樹木、街路樹などは、人間に育
てられ管理され長生きしている。街道筋に道しるべとして立つ
樹木は、雷打ちで裂けたり折れたりしているものもある。これ
らは人間に助けられて息をしている樹木だが、山梨の厳しい溶
岩地域に生息している樹木は人に助けられず自らの力で生きて
いる。しかもすさまじく厳しい自然と共生しているこの姿に、強烈な衝撃を受けた。実物は見ていない。
あくまでも、巨樹探索者U氏の探索記からの想像で書いている。しかし、書き進めるうちに、自分が見
ているのと同じような感動を覚えた。青木ヶ原で実物と対面したら、感動のあまり倒れてしまうかもし
れない。
　青木ヶ原にはなんども行ったが、なかへは怖くて入れず遠くの展望台からこわごわ見る程度だった。
この稿を書き進めているような問題意識はなく、ただ漫然と眺め、「迷い込んだら出られるのか。とても
怖くて入れない」で終わっている。人間、問題意識があれば、視点が違う。何事も問題意識を持たねば
ならぬ、と思う昨今である。　続く

⑤杣口のサワラ林

⑥姥のトチ
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